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解
説　
『
う
た
ひ
鏡
』
の
古
説
・
新
説

は
じ
め
に

数
々
の
謡
伝
書
の
な
か
で
『
う
た
ひ
鏡
』
は
か
な
り
ユ
ニ
ー
ク
な
本
で
あ
る
。
伝
本
は
稀
で
、
内
容
も
用
語
も
独
特
だ
が
、
こ
れ
ま

で
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
江
戸
中
期
の
謡
曲
解
説
書
と
し
て
著
名
な
『
音
曲
玉
淵
集
』（
享
保
十
二
年

（
一
七
二
七
）
刊
）
に
本
書
の
記
事
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
輪
読
研
究
で
初
め
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

本
書
は
室
町
末
期
以
降
の
謡
伝
書
の
例
に
漏
れ
ず
、
複
数
の
先
行
伝
書
の
記
事
を
採
取
・
編
集
し
た
書
だ
が
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
条
に

お
い
て
著
者
自
身
に
よ
る
か
み
砕
い
た
補
足
解
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
は
、補
足
で
は
な
く
強
い
主
張
に
基
づ
い
て
本
説

を
大
胆
に
改
変
し
た
記
事
も
あ
る
。
そ
う
し
た
著
者
自
身
の
著
述
の
独
自
性
に
加
え
て
、当
時
の
座
敷
謡
の
気
配
が
伝
わ
っ
て
く
る
の

も
本
書
の
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、『
う
た
ひ
鏡
』
に
お
け
る
古
説
の
踏
襲
と
改
変
の
様
子
を
紹
介
し
、
謡
と
謡
伝
書
の
歴
史
に
お
け
る
こ
の
本
の
位
置
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
具
体
例
を
挙
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
各
条
の
解
説
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た

い
。
本
稿
で
述
べ
た
い
の
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

1
．『
う
た
ひ
鏡
』
の
構
成
と
先
行
伝
書
と
の
関
連

2
．
世
阿
弥
の
音
曲
論
の
変
質
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3
．「
永
正
元
年
観
世
道
見
在
判
伝
書
」
の
重
用
と
改
変

後
述
す
る
よ
う
に
、
本
書
は
「
永
正
元
年
観
世
道
見
在
判
伝
書
」（
以
下
「
道
見
在
判
伝
書
」、
ま
た
は
「
道
見
」
と
略
記
）
と
重
な

る
記
事
が
非
常
に
多
い
。
同
書
に
つ
い
て
は
、全
文
の
翻
刻
を
伝
音
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
『
謡
伝
書
の
具
体
的
理
解
と
体
系
的
把
握
に
向
け

て
―
「
永
正
元
年
観
世
道
見
在
判
伝
書
」
の
翻
刻
デ
ー
タ
公
開 

― 

補
遺　

観
世
宗
節
筆
「（
音
曲
）
十
五
之
次
第
」
翻
刻
』
に
掲
載
し

た
の
で
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る（

1
）。

1
．『
う
た
ひ
鏡
』
の
構
成
と
先
行
伝
書
と
の
関
連

二
八
四
―
二
八
五
頁
の
『
う
た
ひ
鏡
』
と
関
連
先
行
伝
書 

一
覧
（
以
下
一
覧
）
は
、『
う
た
ひ
鏡
』
各
条
の
典
拠
と
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
先
行
伝
書
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
共
通
記
事
の
多
い
「
道
見
在
判
伝
書
」
に
つ
い
て
は
そ
の
目
録
を
付
載
し
、番
号
を
付

し
て
本
書
と
の
対
応
関
係
を
示
し
た
。
一
覧
は
、
本
書
独
特
の
内
容
や
用
語
・
表
現
等
に
つ
い
て
、
そ
の
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
主
な
目
的
と
し
て
お
り
、同
様
の
内
容
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、文
章
上
の
共
通
点
の
少
な
い
記
事
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。『
う

た
ひ
鏡
』
の
各
条
の
表
記
は
、
本
書
一
三
―
一
五
頁
に
掲
載
の
目
録
に
従
っ
た
。

◆
『
う
た
ひ
鏡
』
の
構
成

本
書
の
構
成
に
は
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
か
ら
五
ま
で
は
発
音
・
発
声
と
音
韻
、
序
破
急
と
呂
律
の
概
念

（
但
し
内
容
は
独
特
）
な
ど
謡
の
基
本
知
識
的
な
項
目
を
置
き
、
第
六
・
七
に
実
際
的
な
座
敷
謡
の
心
得
を
説
い
た
あ
と
、
第
八
か
ら

二
十
二
ま
で
の
ま
と
ま
っ
た
分
量
を
、謡
の
ふ
し
を
中
心
と
し
た
技
法
的
な
解
説
に
充
て
て
い
る
。
但
し
第
十
三
は
五
音
の
内
の
四
音

に
関
す
る
異
質
の
記
事
で
あ
る
。
第
二
十
三
以
降
は
や
や
雑
然
と
し
、「
謡
の
時
の
身
の
持
ち
様
」（
二
十
四
）
や
「
一
調
二
機
三
声
」
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（
二
十
八
）
な
ど
の
基
本
事
項
と
「
三
字
下
り
」（
二
十
六
）
な
ど
の
ふ
し
の
項
目
が
混
在
し
て
い
る
が
、最
後
の
条
は
「
諸
音
曲
者
の

根
本
」
と
し
て
楽
律
的
記
事
を
掲
載
し
、
締
め
括
り
と
し
て
い
る
。
整
然
と
し
た
構
成
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
例
え
ば
『
塵
芥
抄
』

や
『
謡
の
秘
書
』
な
ど
の
先
行
書
は
（
本
書
よ
り
遥
か
に
流
布
し
た
の
だ
が
）、
内
容
に
応
じ
た
章
立
や
区
分
が
な
く
、
種
々
の
内
容

の
一
つ
書
き
が
羅
列
さ
れ
た
り
、
長
い
段
落
の
中
で
次
々
に
論
題
が
変
わ
っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
本
書
に
は
不
完
全

な
が
ら
も
謡
の
総
合
書
を
意
図
し
た
か
の
よ
う
な
構
成
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

本
書
の
巻
末
に
は
、「
無
二
の
旧
友
」
の
た
め
と
い
う
著
者
の
奥
書
と
、「
童
蒙
の
た
め
」
と
い
う
刊
行
者
に
よ
る
奥
書
が
あ
る
。
後

者
に
よ
れ
ば
本
来
の
五
十
一
箇
条
か
ら
二
十
一
箇
条
を
消
除
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
の
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
、
三
十

条
の
目
録
そ
の
も
の
は
そ
の
際
の
作
成
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、本
書
の
構
成
自
体
に
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
何
故
な
ら
本
書
の
構
成
は
、
一
覧
で
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
全
体
的
に
「
道
見
在
判
伝
書
」
に
倣
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
も
と
も
と
「
道
見
」
を
下
敷
き
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
縮
小
さ
れ
た
三
十
条
に
「
道
見
」
の
18

ま
で
が
殆
ど
崩
れ
ず
に
並
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、消
除
さ
れ
た
の
は
主
に
「
道
見
」
の
19
以
降
に
当
る
部
分
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
構
成
・
条
文
と
も
に
「
道
見
在
判
伝
書
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

◆
関
連
先
行
伝
書
と
記
事

一
覧
で
は
『
う
た
ひ
鏡
』
各
条
に
共
通
性
の
高
い
記
事
の
所
在
を
挙
げ
て
い
る
。『
う
た
ひ
鏡
』
は
複
数
の
先
行
記
事
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
て
一
つ
の
条
と
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の
順
に
従
っ
て
関
連
記
事
を
示
し
て
い
る
。
一
覧
の
う
ち
太
字
で
示
し
た
も
の
は
、

文
章
や
語
句
の
共
通
性
が
高
く
、
出
典
と
み
な
し
得
る
記
事
で
あ
る
。
中
に
は
、
著
者
の
加
筆
が
多
く
文
章
全
体
と
し
て
異
同
の
多
い

条
も
あ
る
が
、
特
徴
的
な
語
彙
や
言
い
回
し
、
或
は
記
事
そ
の
も
の
の
特
殊
性
か
ら
判
断
し
た
。
比
較
的
一
般
的
な
記
事
（
第
十
八
や

二
十
六
な
ど
）
は
諸
書
に
見
ら
れ
る
が
、「
道
見
」
や
八
帖
本
な
ど
先
行
す
る
も
の
で
代
表
さ
せ
て
い
る
。
典
拠
未
詳
の
場
合
を
記
し
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『
う
た
ひ
鏡
』
と
関
連
先
行
伝
書 

一
覧

　
　

・
算
用
数
字
は
下
記
「
道
見
在
判
伝
書
」
の
条
項
番
号

　
　

・
八
は
『
八
帖
花
伝
書
』、〔 

〕
は
巻
数　

　
　

・
塵
は
『
塵
芥
抄
』　　

・
秘
は
『
謡
の
秘
書
』　

　
　

・
太
字
は
文
章
・
語
句
に
共
通
性
の
高
い
記
事

　
　

・
★ 

は
世
阿
弥
の
音
曲
用
語

『
う
た
ひ
鏡
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

関
連
先
行
記
事

第
一　
　
　

五
音
清
濁
の
事 

１
・
２

第
二　
　
　

声
の
つ
か
ひ
様
の
事 

５

第
三　
　
　

文
字
通
ず
る
の
事 

６

第
四　
　
　

序
破
急
の
事 

７ 

★

第
五　
　
　

呂
律
の
事 
８
・
９

第
六　
　
　

乱
曲
の
論 
八
〔
四
〕
★

第
七　
　
　

座
敷
う
た
ひ
の
事 

11
・
八
〔
三
〕

第
八　
　
　

噫
次
の
事 

15
①

第
九　
　
　

曲
前
の
事 

15
②

第
十　
　
　

し
ほ
る
曲
く
る
曲
ハ
差
別
有
事 

15
③
・
15
⑤

第
十
一　
　

論
義
問
答
の
事 

15
④

「
道
見
在
判
伝
書
」

１ 

伍
音
之
次
第
之
事

２ 

五
音
内
六
次
第

３ 

四
十
五
字
の
大
事

４ 

四
十
五
字
之
次
第

５ 

五
季
之
五
音
之
次
第

６ 

文
字
之
通
す
る
次
第

７ 

序
破
急
之
心
之
次
第

８ 

呂
律
之
心
之
事

９ 

律
と
い
ふ
曲
之
事

10 

宮
商
角
徵
羽

11 

座
敷
う
た
ひ
の
次
第
の
事

12 

ふ
き
も
の
ハ
調
子
を
と
ら
む
か
為
也

13 

つ
ね
に
人
の
前
に
て
太
コ
な
と
打
て

14 

座
敷
う
た
ひ
を
ほ
つ
と
所
望
あ
り
て

15 

音
曲
十
五
之
大
事

　

 

①
い
き
つ
き
の
大
事　
　

②
曲
之
前
曲

　
 

③
し
ほ
る
曲　
　

④
論
儀
む
き
の
曲

　
 

⑤
ゆ
る
曲　
　

⑥
う
た
ひ
と
む
る
曲
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第
十
二　
　

と
む
る
曲
の
事 

15
⑥

第
十
三　
　

祝
言
・
幽
玄
・
恋
慕
・
哀
傷
う
た
ひ
わ
け
の
事 

秘 

★

第
十
四　
　

二
つ
并
三
つ
并
字
の
事 

塵
・
15
⑦

第
十
五　
　

古
歌
の
う
た
ひ
の
事 

15
⑧

第
十
六　
　

次
曲
の
事 

15
⑨

第
十
七　
　

長
ク
引
間
鋪
字
の
事 

15
⑩
・
秘
・
２

第
十
八　
　

軽
と
早
と
ハ
差
別
有
事 

15
⑪　

第
十
九　
　

声
の
枕
の
事 

15
⑫

第
二
十　
　

の
ふ
る
曲
の
事 

15
⑬

第
二
十
一　
　

枕
拍
子
の
事 

15
⑭

第
二
十
二　
　

拍
子
あ
ひ
曲
の
事 

15
⑮

第
二
十
三　
　

謡
に
寸
尺
有
事 

八
〔
三
〕

第
二
十
四　
　

謡
の
時
身
の
持
ち
様
の
事 

八
〔
五
〕・
17

第
二
十
五　
　

指
曲
舞
和
歌
上
は
の
事 

八
〔
三
〕

第
二
十
六　
　

三
字
さ
か
り
三
字
あ
か
り
の
事 
八
〔
三
〕

第
二
十
七　
　

謡
に
節
は
か
せ
付
や
う
の
事 
18

第
二
十
八　
　

一
調
二
機
三
声
の
事 

★

第
二
十
九　
　

文
字
な
ま
り
文
字
を
く
り
の
事 

八
〔
三
〕
★

第
三
十　
　

十
二
調
子
聞
分
図 

八
〔
二
〕・
５

奥
書

　

 

⑦
二
な
ら
ひ
た
る
曲　
　

⑧
う
た
の
曲

　

 

⑨
次
曲　
　

⑩
長
い
ふ
ま
し
き
曲
字

　

 

⑪
し
た
か
る
く
ゆ
ふ
曲　

⑫
声
枕
の
曲

　

 

⑬
引
延
曲　
　

⑭
枕
拍
子
の
曲

　

 

⑮
拍
子
あ
ひ
の
曲

16 

座
布
に
て
諷
時

17 

謡
を
う
た
ふ
に

18 

謳
に
ふ
し
つ
く
る
は
か
せ
の
次
第

19 

口
舌
唇
之
三
内
之
事

20 

く
の
二
字
と
い
ふ
事
有

21 

二
字
づ
め
三
字
つ
め
の
事

22 

一
輪

23 

拍
子
一
字
の
事

24 

二
輪

25 

字
を
い
た
す
へ
き
心
之
事

26 

声
の
位
は
宮
と
い
た
し
て

27 

音
曲
を
し
る
と
い
ふ
と
も

28 

謡
を
う
た
ひ
出
し
た
る
本
尊
の
事

29 

呂
の
声
の
稽
古
哥

30 

ニ
タ
ン
夏
破
也
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て
い
な
い
こ
と
、ま
た
そ
の
条
全
体
の
典
拠
と
一
部
分
に
つ
い
て
の
典
拠
と
を
区
別
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
注
意
い
た
だ
き
た
い
。
例

え
ば
第
二
「
声
の
つ
か
ひ
様
の
事
」
の
関
連
記
事
と
し
て
挙
げ
た
「
道
見
」
の
5
は
、同
条
前
半
の
五
行
説
の
み
に
関
す
る
指
摘
で
あ

り
、
後
半
の
食
物
や
薬
草
の
記
事
に
つ
い
て
は
典
拠
未
詳
で
あ
る
。

一
覧
に
挙
げ
た
各
資
料
に
つ
い
て
概
説
し
よ
う
。
既
に
言
及
し
た
「
道
見
在
判
伝
書
」
と
は
、奥
書
に
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
の

年
記
と
第
六
代
観
世
大
夫
道
見
（
元
広
。
文
明
三
〜
五
年
（
一
四
七
一
〜
七
三
）
―
大
永
三
年
（
一
五
二
三
））
の
署
名
を
持
つ
金
春

系
謡
伝
書
で
あ
る
。
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
蔵
『
五
音
（
ゴ
イ
ン
）』
と
東
北
大
学
図
書
館
蔵
『
音
曲
秘
伝
書
』
第
一
冊

が
こ
れ
に
あ
た
り
、
奥
書
に
は
疑
義
が
あ
る
が（

2
）、

内
容
的
に
は
室
町
末
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
道
見
の
奥
書
を

欠
く
が
、
こ
れ
と
殆
ど
同
内
容
の
伝
書
が
『
謡
曲
拾
穂
鈔（

3
）』

中
巻
と
し
て
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
う
た
ひ

鏡
』
の
刊
行
は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
で
あ
る
か
ら
、「
道
見
」
と
重
な
る
条
々
は
『
謡
曲
拾
穂
鈔
』
か
ら
で
は
な
く
写
本
か
ら
摂

取
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
経
緯
は
不
明
だ
が
、「
道
見
」
に
は
崩
れ
た
形
で
は
あ
る
が
複
数
の
転
写
本（

4
）が

存
在
す
る
こ
と
か
ら

も
、
あ
る
程
度
流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
書
と
「
道
見
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
々
章
で
詳
述
す
る
。

『
八
帖
花
伝
書
』（
以
下
八
帖
本
）
は
室
町
末
期
に
成
立
し
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
―
一
六
一
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
全
八
巻
の
能
伝
書

で
あ
る
。
総
合
的
か
つ
豊
富
な
内
容
と
、
世
阿
弥
の
著
書
で
あ
る
と
の
誤
認
に
よ
り
、
近
代
に
至
る
ま
で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
。

同
書
の
典
拠
に
は
、
世
阿
弥
の
四
巻
本
系
の
『
風
姿
花
伝
』
や
『
音
曲
口
伝
』、
宮
増
系
の
『
小
鼓
口
伝
集
』
や
一
噌
系
笛
伝
書
等
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が（

5
）、

本
稿
で
は
、
刊
本
と
し
て
広
範
に
流
布
し
た
八
帖
本
で
代
表
さ
せ
た
。

『
塵
芥
抄
』
は
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
成
立
の
謡
伝
書
。『
謡
の
秘
書
』
を
は
じ
め
後
続
の
謡
伝
書
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

た
だ
し
本
書
に
は
あ
ま
り
取
り
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
文
章
や
用
語
の
点
か
ら
典
拠
と
判
断
し
た
の
は
、
第
十
四
冒
頭
の
蟻
通
の
く
だ
り

（『
塵
芥
抄
』
の
「
た
け
く
ら
べ
」）
だ
け
で
あ
る（

6
）。　

『
謡
の
秘
書
』
は
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
刊
の
謡
伝
書
で
、「『
八
帖
本
花
伝
書
』
と
並
ん
で
江
戸
時
代
に
最
も
広
く
流
布
し
た
能

謡
伝
書（

7
）」

で
あ
る
。
殆
ど
同
内
容
の
伝
書
に
、
二
年
先
行
す
る
慶
安
三
年
刊
行
の
『
謡
花
伝
書
』
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
『
謡
の
秘
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書
』
で
代
表
さ
せ
た
。『
塵
芥
抄
』
同
様
、
本
書
に
摂
取
さ
れ
た
条
文
は
少
な
い
が
、
第
十
七
の
後
半
の
「
と
た
か
の
三
字
・
べ
う
の

二
字
」
と
い
う
特
徴
的
な
一
文
は
同
書
か
ら
の
摂
取
と
思
わ
れ
る
。

★
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
世
阿
弥
の
音
曲
論
に
由
来
す
る
項
目
で
あ
り
、
謡
の
基
本
的
心
得
と
し
て
謡
伝
書
に
お
け
る
定
番
項
目
で

も
あ
る
。
★
の
条
以
外
に
も
、
第
二
十
三
に
は
横
竪
の
声
、
第
二
十
五
に
は
曲
舞
の
拍
節
に
つ
い
て
の
世
阿
弥
の
説
が
引
か
れ
て
い

る
。
但
し
こ
れ
ら
は
世
阿
弥
伝
書
か
ら
直
接
採
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、転
写
を
経
た
末
流
伝
書
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
第
二
十
九
「
文
字
な
ま
り
文
字
を
く
り
の
事
」
で
は
、「
文
字
な
ま
り
」
の
記
述
は
世
阿
弥
の
説
に
忠
実
だ
が
、「
文
字
送
り
」（「
瀟

湘
」
な
ど
長
音
が
重
な
る
時
の
謡
い
方
）
に
つ
い
て
は
世
阿
弥
に
は
な
く
、
八
帖
本
（
第
三
巻
）
か
ら
採
っ
た
と
思
わ
れ
、
文
字
訛

り
・
文
字
送
り
共
に
直
接
に
は
同
書
か
ら
採
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る（

8
）。

世
阿
弥
の
本
説
か
ら
離
れ
た
解
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
が
第

四
「
序
破
急
の
事
」、
第
六
「
乱
曲
の
論
」
で
あ
る
。
第
四
は
「
道
見
」
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
著
者
独
自
の
記
述
で
あ
る
乱
曲
論
に

つ
い
て
、
次
節
で
論
じ
た
。

2
．
世
阿
弥
の
音
曲
論
の
変
質

本
書
の
独
自
性
を
示
す
例
と
し
て
、
世
阿
弥
の
五
音
説
の
改
変
を
見
て
み
よ
う
。
通
常
の
謡
伝
書
で
は
、
ま
ず
五
音
と
は
何
か
と
い

う
総
説
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
祝
言
か
ら
闌
曲
ま
で
順
番
に
解
説
さ
れ
る
の
が
常
だ
が
、
極
め
て
珍
し
い
こ
と
に
、
本
書
に
は
「
四
音
」

は
あ
っ
て
も
「
五
音
」
と
い
う
言
葉
が
な
い
（
音
韻
用
語
の
五
音
（
ゴ
イ
ン
）
は
別
）。
本
書
で
は
五
音
の
う
ち
の
闌
曲
（
乱
曲
）
を

先
に
取
り
上
げ
（
第
六
）、
四
音
は
こ
れ
と
離
れ
た
位
置
（
第
十
三
）
に
置
か
れ
て
説
明
さ
れ
、
そ
の
際
再
び
闌
曲
に
言
及
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
闌
曲
は
四
音
と
切
り
離
さ
れ
て
別
の
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
尤
も
闌
曲
の
説
明
に「
四
音

成
就
の
う
へ
の
曲
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
に
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
内
容
は
「（
四
音
に
）
関
わ
ら
ず
曲
す
る
」（
表
記
を
適
宜
変
え

た
。
以
下
同
じ
）
こ
と
、
或
は
「
謡
の
正
意
に
適
わ
ぬ
」
こ
と
と
さ
れ
、『
塵
芥
抄
』
等
が
定
型
的
に
「
四
音
成
就
し
自
然
に
ろ
う
た
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け
た
位
」
と
す
る
の
と
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
闌
位
の
芸
格
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、「
変
わ
れ
る
節
」
を
謡

う
た
め
の
技
術
論
に
移
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。「
謡
の
格
を
話
す
る
人
有
笑
止
。
声
あ
や
の
よ
き
を
上
手
と
す
る
迄
な
り
。
…
…
人
の

思
ひ
よ
ら
ぬ
所
に
て
奇
妙
の
節
を
謡
ふ
へ
し
」
と
い
っ
た
書
き
様
は
、神
寂
び
た
杉
木
に
例
え
ら
れ
る
（
世
阿
弥
『
五
音
曲
条
々
』
等
）

闌
曲
観
を
意
識
的
に
否
定
す
る
か
の
よ
う
で
さ
え
あ
る
。「
当
時
の
謡
は
祝
言
も
乱
曲
に
う
た
ふ
」
或
は
「
初
よ
り
乱
曲
に
う
た
ふ
事

い
か
ゝ
有
へ
し
」
等
の
記
述
は
、
八
帖
本
（
第
三
巻
）
の
「
当
時
の
謡
は
祝
言
よ
り
は
や
乱
曲
に
な
り
候
間
、
古
人
の
申
置
か
れ
候
事

ど
も
皆
反
古
に
成
候
」
に
倣
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、当
時
実
際
に
そ
う
し
た
勝
手
気
儘
な
謡
の
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て

い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
条
の
終
わ
り
近
く
に
は
、
同
じ
く
八
帖
本
（
第
四
巻
）
か
ら
の
摂
取
と
思
わ
れ
る
真
の
乱
曲
・
草
の
乱
曲
等
の
記

事
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
本
来
の
五
音
説
か
ら
離
れ
た
、
作
品
と
し
て
の
乱
曲
概
念
の
固
定
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
闌
曲
を
謡
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
披
露
す
る
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
捉
え
る
考
え
の
背
景
に
、座
敷
謡
と
謡
物
の
流
行
が
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
翻
刻
の
底
本
と
し
た
高
知
本
の
書
名
が
「
宇
多
伊
茂
の
（
う
た
い
も
の
）」
で
あ
る
の
は
そ
の
一
つ
の

表
れ
で
あ
ろ
う
し
（
命
名
者
は
不
明
だ
が
、
本
の
内
容
に
基
づ
い
て
の
命
名
に
は
違
い
な
い
だ
ろ
う
）、「
乱
曲
之
論
」（
第
六
）
の
次

に
「
座
敷
う
た
ひ
の
事
」（
第
七
）
を
置
く
の
も
、
著
者
の
関
心
の
在
処
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
の
「
座
敷
う
た
ひ
の
事
」
は
、
八
帖

本
に
依
拠
し
な
が
ら
も
独
自
の
言
葉
に
よ
る
加
筆
が
多
く
、
何
よ
り
も
本
書
に
お
い
て
唯
一
、
著
者
自
身
の
体
験
談
が
語
ら
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
、
現
実
味
の
あ
る
活
き
活
き
と
し
た
条
文
と
な
っ
て
い
る
。

四
音
の
条
（
第
十
三
）
で
は
、
終
わ
り
近
く
の
〝
祝
言
・
幽
玄
・
恋
慕
の
三
曲
は
心
底
に
祝
言
を
離
れ
ず
〞
云
々
の
フ
レ
ー
ズ
が

『
謡
の
秘
書
』
か
ら
の
摂
取
で
あ
る
以
外
は
、
著
者
自
身
の
記
述
と
思
わ
れ
、
幽
玄
・
恋
慕
・
哀
傷
の
心
持
や
イ
メ
ー
ジ
が
丁
寧
に
解

説
さ
れ
て
い
る
。
が
、
そ
れ
に
比
べ
祝
言
に
つ
い
て
は
、
そ
の
座
敷
に
応
じ
た
調
子
、
曲
、
作
法
、
忌
み
言
葉
と
い
っ
た
実
践
論
に
終

始
し
て
い
る
。
こ
れ
は
祝
言
謡
が
乱
曲
と
並
ぶ
座
敷
謡
の
重
要
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
よ
り
実
践
的
な
情
報
が
求
め
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
調
二
機
三
声
論
（
第
二
十
八
）
に
つ
い
て
は
本
説
に
則
り
つ
つ
自
身
の
解
釈
を
述
べ
、
古
説
に
対
し
て
は

「
さ
し
て
秘
事
な
き
こ
と
」
と
言
い
「
少
し
の
事
を
秘
事
す
る
、
哀
れ
な
る
事
な
り
」
と
、
あ
く
ま
で
実
践
上
の
効
果
に
お
い
て
そ
の
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価
値
を
認
め
る
と
い
う
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

本
書
は
、
室
町
末
期
の
謡
の
実
態
を
伝
え
、
実
用
書
と
し
て
の
謡
伝
書
の
需
要
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
世
阿
弥
の
音
曲
論
が
実
践

論
と
し
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
か
を
示
す
興
味
深
い
資
料
と
い
え
よ
う
。　

3
．「
永
正
元
年
観
世
道
見
在
判
伝
書
」
の
重
用
と
改
変

◆
秘
伝
と
し
て
の
「
道
見
在
判
伝
書
」

『
う
た
ひ
鏡
』
が
そ
の
多
く
を
「
道
見
在
判
伝
書
」
に
依
拠
し
て
い
る
の
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。『
う
た
ひ
鏡
』
全
三
十
ヶ
条

の
う
ち
、
同
書
の
影
響
が
見
ら
れ
な
い
条
が
七
ヶ
条
あ
る
が
（
第
六
、
十
三
、
二
十
三
、
二
十
五
、
二
十
六
、
二
十
八
、
二
十
九
）、

そ
の
七
ヶ
条
は
も
と
も
と
「
道
見
」
に
な
い
項
目
な
の
で
あ
る
。
特
に
同
書
の
15
「
音
曲
十
五
之
大
事
」
か
ら
は
、本
書
の
第
八
か
ら

第
二
十
二
ま
で
、
途
中
論
題
の
異
な
る
一
ヶ
条
（
第
十
三
）
を
挟
ん
で
、
十
五
ヶ
条
の
す
べ
て
を
ほ
ぼ
同
じ
順
序
で
採
録
し
、
い
わ
ば

「
音
曲
十
五
之
大
事
」
の
解
説
版
と
も
い
う
べ
き
体
を
な
し
て
い
る
。

本
書
で
は
、
第
十
九
を
例
外
と
し
て
（
後
述
）、「
道
見
」
か
ら
摂
取
し
た
条
文
に
対
し
て
説
明
を
付
加
し
た
り
、
例
曲
を
省
略
し
た

り
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
元
の
内
容
に
改
変
を
加
え
て
い
な
い
。
詳
し
く
は
各
条
の
解
説
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
例
え
ば
本
書

の
第
二
十
「
の
ふ
る
曲
」
で
は
、
元
と
な
っ
た
「
道
見
」
15
⑬
の
条
文
の
大
半
を
そ
っ
く
り
取
り
入
れ
、
そ
の
前
後
に
自
身
の
文
章
を

付
加
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
例
曲
、
喜
阿
弥
の
女
郎
花
は
、
当
時
殆
ど
謡
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
古
曲
で
あ
り
、
例
曲
に
は
相
応

し
く
な
い
は
ず
だ
が
、当
時
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
に
変
え
た
り
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
加
筆
と
編
集
の
多
い
第
十
六
「
次

曲
」
は
、
文
面
と
し
て
は
「
道
見
」
15
⑨
か
ら
離
れ
て
い
る
が
、
説
明
内
容
は
変
わ
ら
ず
、
何
よ
り
「
次
曲
」
と
い
う
言
葉
と
そ
の
内

容
自
体
が
非
常
に
特
殊
で
他
書
に
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
当
時
す
で
に
通
用
し
に
く
く
な
っ
た
内
容
を
踏
襲
し

知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
態
度
は
、
第
十
五
、
十
七
、
二
十
一
な
ど
に
お
い
て
も
同
様
で
、
そ
こ
に
は
本
書
の
「
道
見
」
へ
の
強
い
依
拠
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度
が
見
て
と
れ
る
。

第
二
十
四
「
謡
の
時
身
の
持
ち
様
の
事
」
の
終
結
部
で
は
、
著
者
が
「
道
見
在
判
伝
書
」
の
内
容
を
「
秘
事
に
い
わ
く
」「
…
…
と

の
教
え
」
と
し
て
秘
伝
扱
い
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
傍
線
部
）。
破
線
部
は
両
書
の
重
な
る
部
分
で
あ
る
。

　

う
た
ひ
鏡　

第
二
十
四
（
終
結
部
）

　
　

  

‥
‥
‥
秘
事
に
い
わ
く
、
我
目
の
見
付
た
る
む
か
ふ
よ
り
、
我
は
な
の
さ
き
へ
、
た
と
へ
ハ
糸
を
は
り
て
引
か
こ
と
く
の
心
持

と
い
へ
り
。
つ
よ
く
引
は
糸
き
れ
候
。
よ
ハ
く
引
は
糸
た
る
ミ
申
候
。
只
た
る
ま
す
し
て
、ゆ
た
か
に
な
る
こ
ゝ
ろ
持
に
う
た

ひ
申
せ
と
の
お
し
へ
に
て
御
座
候
。

　

道
見
在
判
伝
書　

第
一
七
（
全
文
）

　
　

  

謳
を
う
た
ふ
に
、
む
か
い
た
る
所
に
く
ぎ
を
う
ち
て
、
い
と
を
は
り
て
ひ
く
か
こ
と
く
に
謡
へ
し
、
つ
よ
く
ひ
け
は
い
と
き

る
ゝ
、
よ
は
く
ひ
け
は
た
る
み
有
、
き
れ
す
た
る
ま
す
し
て
、
ゆ
た
か
に
成
や
う
に
用
へ
し
。（
注
13
参
照
）

但
し
著
者
は
、
第
二
十
四
条
の
最
初
に
は
、
八
帖
本
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
着
こ
な
し
の
注
意
な
ど
の
条
文
を
置
い
て
構
成
し
直

し
て
お
り
、
同
様
の
例
は
第
十
四
・
十
七
・
十
八
に
も
見
ら
れ
る
。
著
者
は
「
道
見
」
を
重
用
し
つ
つ
も
、
独
自
に
編
集
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
内
容
の
改
変
に
及
ん
で
い
る
の
が
第
十
九
で
あ
る
。

第
十
九
「
声
の
枕
の
事
」
は
、タ
イ
ト
ル
と
前
後
の
条
の
並
び
か
ら
考
え
て
「
道
見
」
15
⑫
「
声
枕
の
曲
」
に
基
づ
い
た
と
し
か
考

え
ら
れ
な
い
が
、「
道
見
」
で
は
謡
出
し
の
声
を
強
く
出
す
こ
と
を
説
く
短
い
条
文
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
書
で
は
声
の
つ
ま
る
時
や

人
と
協
調
で
き
な
い
時
の
対
処
な
ど
を
述
べ
た
長
い
条
文
と
な
っ
て
お
り
、
両
書
の
重
な
る
語
句
は
「
強
み
」
の
一
語
だ
け
で
あ
る
。

大
幅
な
改
変
が
行
わ
れ
て
お
り
、
著
者
の
独
自
の
記
述
の
可
能
性
が
高
い
。

◆
『
う
た
ひ
鏡
』
に
お
け
る
「
道
見
」
の
改
変
と
著
者
の
流
儀

第
十
九
に
お
け
る
よ
う
な
内
容
の
改
変
で
は
な
い
が
、本
書
に
は
ほ
か
に
も
「
道
見
」
へ
の
大
規
模
な
改
変
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
道
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見
」
に
お
け
る
金
春
系
伝
書
の
特
徴
が
、
本
書
で
は
か
な
り
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
理
由
は
、
本
書
の
著
者
の
流
儀
が
金
春
流

で
は
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

「
道
見
」
が
金
春
系
伝
書
で
あ
る
こ
と
は
、
引
用
さ
れ
る
曲
名
や
歌
詞
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、『
う
た
ひ
鏡
』
で
は
同
書
の
例

曲
を
か
な
り
削
減
し
て
お
り
、そ
れ
に
伴
っ
て
金
春
系
の
徴
証
も
除
か
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
第
九
「
曲
前
の
事
」
で
は

「
道
見
」
15
②
の
例
曲
二
四
曲
が
わ
ず
か
六
曲
に
減
ら
さ
れ
、
そ
の
結
果
「
道
見
」
に
あ
っ
た
清
経
の
下
掛
特
有
の
歌
詞
「
か
や
う
に

聞
こ
え
し
か
ば
新
中
納
言
と
り
あ
へ
ず
」（
上
掛
に
な
し
）
が
除
か
れ
て
い
る
。
或
は
第
十
「
し
ほ
る
曲
…
…
」
後
半
の
「
ゆ
る
曲
」

で
は
、
15
⑤
に
あ
っ
た
六
曲
が
二
曲
に
減
ら
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
金
春
の
固
有
曲
で
あ
る
佐
保
山
と
、
下
掛
特
有
の
知
章
の
歌
詞
「
散

り
散
り
に
な
る
気
色
に
て
0

0

」（
上
掛
は
「
気
色
か
な
0

0

」）
が
除
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
十
一
「
論
義
問
答
の
事
」
で
は
、「
道
見
」
15

④
の
例
曲
五
曲
の
内
か
ら
、恋
重
荷
だ
け
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
同
書
に
記
さ
れ
た
歌
詞
「
恋
の
奴
と
我
な
り
て

0

0

0

0

0

」
が
、

室
町
末
期
金
春
流
の
謡
物
の
譜
本
『
両
曲
鈔（

9
）』

だ
け
に
伝
わ
る
特
殊
な
歌
詞
で
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
箇
所
は
、「
道
見
」
と

『
両
曲
鈔
』
を
除
き
、
各
流
と
も
古
今
を
通
じ
て
「
恋
の
奴
に
な
り
果
て
て

0

0

0

0

0

0

」
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
削
除
が
、
例
曲
の
省
略
に
伴
う

結
果
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
意
図
的
な
所
為
で
あ
る
の
か
は
判
断
し
が
た
い
が
、
少
な
く
と
も
本
書
の
著
者
の
流
儀
が
金
春
以

外
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
だ
ろ
う（

10
）。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
「
道
見
」
の
例
曲
を
大
幅
に
省
略
し
て
い
る
の
だ
が
、
逆
に
、「
道
見
」
に
は
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
独
自
に
付

加
し
た
曲
が
一
曲
だ
け
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
七
「
座
敷
う
た
ひ
の
事
」
の
本
文
と
、
第
十
五
「
古
歌
の
う
た
ひ
の
事
」
の
例
曲
に
挙
げ

ら
れ
た
鸚
鵡
小
町
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
曲
は
「
道
見
」
に
無
い
だ
け
で
な
く
、
金
春
流
で
の
演
奏
記
録
が
な
く
、
現
在

も
五
流
の
内
金
春
流
だ
け
が
非
上
演
曲
と
す
る
曲
目
で
あ
る（

11
）。

こ
こ
に
も
意
図
的
な
所
為
を
感
じ
る
が
、
直
接
的
に
は
流
儀
の
特
定

に
つ
な
が
ら
ず
、
本
稿
で
は
指
摘
に
と
ど
め
て
お
く
。
な
お
、
管
見
に
入
っ
た
「
道
見
在
判
伝
書
」
の
異
本
（
注
4
）
の
中
に
本
書
と

同
じ
省
略
と
付
加
の
あ
る
本
は
な
く
、本
書
の
改
変
が
何
ら
か
の
異
本
に
従
っ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
著
者
独
自
の
改
変
と
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
。
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お
わ
り
に　

―
『
音
曲
玉
淵
集
』
へ
の
収
録

以
上
の
よ
う
に
本
書
は
、「
道
見
在
判
伝
書
」
や
『
八
帖
花
伝
書
』
等
の
古
説
を
踏
襲
・
編
集
し
、
一
方
で
は
五
音
説
な
ど
の
普
遍

的
な
理
論
を
実
践
的
立
場
か
ら
大
胆
に
改
変
し
て
い
る
。
古
説
・
新
説
を
折
り
ま
ぜ
て
、
当
時
の
実
情
に
即
し
た
総
合
的
手
引
書
を
目

指
し
た
書
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、『
八
帖
花
伝
書
』
や
『
塵
芥
抄
』『
謡
の
秘
書
』
等
は
近
世
を
通
じ
て
広
く
普
及
し
、
謡
愛
好
家
の
世
界
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
が
、『
う
た
ひ
鏡
』
は
こ
れ
ら
の
本
の
よ
う
に
普
及
せ
ず
、
転
写
本
も
殆
ど
伝
存
し
な
い
。
残
念
な
が
ら
後
世
へ
の
影
響
力

は
殆
ど
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
理
由
は
、「
道
見
在
判
伝
書
」
が
後
に
『
謡
曲
拾
穂
鈔
』（
貞
享
四
年
刊
）
と
し
て
出
版
さ
れ
な
が
ら
も
普
及
し
な
か
っ
た
理
由

と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
戸
初
期
に
は
す
で
に
、喜
阿
弥
の
女
郎
花
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、「
次
曲
」
や
「
披

講
」（
本
書
第
十
五
「
古
歌
の
う
た
ひ
の
事
」）
の
言
い
伝
え
も
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
謡
い
に
く
い
時
は
目
を
塞
ぎ
頭
を
ふ

る
べ
し
（
第
二
十
一
）
と
い
っ
た
教
え
も
、そ
の
よ
う
な
仕
草
が
『
謡
の
秘
書
』
で
は
「
御
嗜
み
あ
る
べ
き
事
」
と
し
て
戒
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に（

12
）、

謡
が
庶
民
の
修
養
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
は
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
特

殊
な
用
語
に
よ
る
呂
律
論
（
第
五
）
は
殊
に
難
解
で
あ
る
。「
道
見
」
も
本
書
も
、
出
版
時
に
は
す
で
に
そ
の
内
容
が
古
く
な
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
本
書
の
少
な
か
ら
ぬ
項
目
は
、
抜
粋
や
加
筆
な
ど
の
編
集
を
経
て
、
江
戸
期
を
代
表
す
る
謡
曲
解
説
書
『
音
曲
玉
淵
集
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
声
の
使
い
様
・
序
破
急
・
呂
律
・
曲
前
之
曲
・
し
ほ
る
曲
・
論
義
・
と
む
る
曲
・
五
音
・
次
曲
・
声
枕
・
枕
拍

子
・
拍
子
あ
ひ
曲
・
謡
の
時
の
身
の
持
ち
様（

13
）な

ど
の
条
々
が
そ
れ
で
あ
る
。「
道
見
在
判
伝
書
」
も
、
そ
の
再
編
伝
書
『
う
た
ひ
鏡
』

も
、
新
た
な
再
編
伝
書
に
収
め
ら
れ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
14
）
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注（
1
）  https://rijtm

.kcua.ac.jp/archives/kanzedom
izaihandensyo.htm

l 

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
で
も
あ
る
長
田
あ

か
ね
氏
の
協
力
を
得
た
。
ま
た
同
書
に
関
す
る
論
考
を
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
20
号
（「
永
正
元
年
観
世

道
見
在
判
伝
書
」
の
音
曲
論
―
「
呂
の
声
」
を
中
心
に
」）、及
び
『
能
と
狂
言
』
第
22
号
（
能
楽
学
会
。『「
音
曲
十
五
之
大
事
」
と
「
十
五
之

次
第
」
―
室
町
末
期
音
曲
伝
書
再
編
の
一
断
面
』）
に
発
表
し
た
の
で
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
2
）  

永
正
へ
の
改
元
は
二
月
だ
が
、
同
書
奥
書
に
は
「
永
正
元
正
月
」
の
年
記
が
あ
る
。

（
3
）
所
蔵
は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
岩
国
徴
古
館
、
鴻
山
文
庫
（
上
・
下
巻
の
み
）
等
。

（
4
）  

宮
内
庁
書
陵
部
「
華
伝
抄
」（『
音
曲
秘
説
』）・
京
都
観
世
会
浅
野
文
庫
「
五
音
」・
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
『
音
曲
秘
事
』・

同
『
素
謡
要
略
』
な
ど
。　

（
5
）  

中
村
格
「
八
帖
本
花
伝
書
の
成
立
」（『
室
町
能
楽
論
考
』
所
収
、
わ
ん
や
書
店
、
一
九
九
四
。
初
出
一
九
七
二
）。『
小
鼓
口
伝
集
』
は
鴻
山
文

庫
蔵
、
鴻
三
八
26
。

（
6
）「
た
け
く
ら
べ
」
は
室
町
末
期
成
立
の
『
花
伝
髄
脳
記
』
に
も
見
え
る
が
、
本
書
と
は
別
の
意
味
で
舞
事
に
関
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

（
7
）『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題　

中
』（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
、
一
九
九
八
）
二
〇
一
頁
。

（
8
）  『
八
帖
花
伝
書
』
で
は
、
文
字
訛
り
（
第
三
巻
74
項
）
と
文
字
送
り
（
同
23
項
）
は
離
れ
た
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
つ
を
組
み

合
わ
せ
た
の
は
本
書
独
自
の
編
集
で
あ
ろ
う
。

（
9
）  『
両
曲
鈔
』
は
五
十
三
曲
の
曲
舞
・
謡
物
を
集
め
た
金
春
流
節
付
の
本
。
鴻
山
文
庫
蔵
（
鴻
二
39
）。
詳
し
く
は
『
能
と
狂
言
』
第
22
号
（
注

1
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
10
）  

但
し
金
春
系
の
特
徴
の
す
べ
て
が
削
除
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、西
行
桜
の
「
花
見
に0

と
」
と
い
う
下
掛
系
の
特
徴
（
上
掛
は
「
花
見
ん0

と
」）

は
第
十
五
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
喜
阿
弥
の
女
郎
花
が
伝
存
す
る
の
も
金
春
流
の
譜
本
（
般
若
窟
文
庫
蔵
『
小
謡
曲
舞
』）
で
あ
る
。
ほ
か

に
披
講
に
関
す
る
記
事
や
「
道
見
」
15
⑮
の
「
う
け
お
し
」
の
語
な
ど
が
金
春
系
の
伝
承
で
あ
ろ
う
こ
と
を
『
能
と
狂
言
』
第
22
号
（
注
1
）

で
既
述
し
た
。

（
11
）  

但
し
前
述
の
『
両
曲
鈔
』（
注
5
）
に
は
同
曲
の
サ
シ
・
ク
セ
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
室
町
末
期
の
金
春
流
で
こ
の
部
分
が
謡
物
と
し
て
謡
わ

れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
同
流
で
の
演
奏
記
録
は
な
く
、
稀
曲
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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（
12
）  「
常
に
御
嗜
可
有
事
」
と
し
て
、「
目
を
ふ
さ
ぎ
謡
う
事
」
や
「
か
し
ら
を
ふ
り
候
て
浮
き
沈
み
面
白
が
ら
す
事
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
『
音
曲
玉
淵
集
』
第
五
巻
に
も
「
目
を
ふ
さ
き
諷
ふ
事
」
が
注
意
事
項
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。　

（
13
）  『
音
曲
玉
淵
集
』
第
五
巻
に
は
、「
向
い
た
る
所
に
釘
を
打
ち
て
」（
本
稿
第
三
章
に
引
用
）
と
い
う
「
道
見
」
に
し
か
な
い
文
言
が
採
用
さ
れ

て
お
り
、『
音
曲
玉
淵
集
』
の
編
者
が
『
う
た
ひ
鏡
』
だ
け
で
な
く
「
道
見
」
ま
た
は
『
謡
曲
拾
穂
鈔
』
を
も
見
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
14
）
本
稿
はJSPS
科
研
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（C

）24K
03561

「
音
曲
伝
書
の
体
系
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、「
う
た
ひ
鏡
」
翻
刻
研
究
会
の
先
学
諸
氏
か
ら
数
々
の
ご
教
示
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

（
高
橋 

葉
子
）


